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私 が「Rのお店」でア～ル
ごみ減量・リサイクル推進店「R のお店」

新 た に1 商 店 街・27店 を 認 定

区ではヽごみの減量やリt 吠 アル活動に積極的に取り 組

んでいる小 売店や商店街を「R のお店」として認定し、広

く公表しています。今回、新たに下表の1 商店街、27店を
認定。これにより「R のお店」は、全部で6 商店街、104店

になり ました。ごみの減量 ・リ サイクルは 、皆さん一 人ひ
とり の理解と行動 により 進められます。お近< の「R のお

店」を 、日 常生活の中で 有効 にご 利用くださいO

「R の お 店 」 新 規 認 定 店
商 店 街

小 売 店( フロッ ク別町丁名, )
(江北地域)

( 棚田地 域)

( 保塚・六町地域)

(竹の塚地域)

地域の皆さんと楽しみながら
リサイクルに協力できたら

「R のお 店 」新 規認定 店

クリニャンクール足立店( 六月二丁目)

水本 清美さん

私
の
お
店
は
、
輸
入
雑
貨
の
販
売
と

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
委
託
販
売
を
し
て

い
ま
す
。
以
前
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
に
は

関
心
が
あ
り
、
商
業
ベ
ー
ス
で
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
で
き
な
い
か
と
、
不
用
に
な

っ
た
衣
類
、
バ
ッ
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
を
お
客
さ
ま
か
ら
預
か
り
、
販
売
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
。
駐
車
場
で
「
不
用
品

活
用
市
」
と
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
2
ヵ
月
に
I
回
ほ
ど
閧
催
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
お
客
さ
ま
や
ご
近
所

の
方
々
。「
冢
の
中
の
不
用
品
が
か
た
ず

い
て
助
か
っ
た
≒
お
ま
つ
り
気
分
で
楽

し
い
」
と
、
な
か
な
か
好
評
で
す
。
売

り
上
げ
の
一
部
は
社
会
福
祉
施
設
に
寄

付
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ご
家
庭
で
不
用
に
な

つ
た
も
の
を
、
す
ぐ
捨
て
て
し
ま
わ
ず

に
、
お
近
く
の
「R
の
お
店
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
、
今
回
の
認

定
を
機
に
、
一
層
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「R

の

お

店

」

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト
配

布中

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
や
「R
の
お
店
」

の
一
覧
表
を
掲
載
し
た
、「R
の
お
店
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
区
民
事
務
所
や

嚮
報
公
開
課
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紙

パッ

ク
と
乾電池
は
回

収
ポ

ス

ト
ヘ

回
収
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所
(
8
9力
所
)

を
2
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
み
で
は

な
く
資
源
と
す
る
た
め
、
積
極
的
に
回

収
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

囘
3

日
8
0
)
5
2
0
6

葦
立
ち

公

園

去
る
7
月
8
日
、
足
立
区
の
公

園
づ
く
り
に
つ
い
て
東
京
都
公
園

協
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

農
村
地
帯
で
あ
っ
た
足
立
区
が

都
市
に
変
容
す
る
た
め
に
は
、
道

路
や
下
水
道
と
と
も
に
、
公
園
と

い
う
公
共
の
空
間
が
必
要
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
、
そ
の
整
備
に
力

を
注
い
で
き
た
こ
と
が
実
を
結

び
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

そ
も
そ
も
公
園
は
、
西
欧
の
封

建
時
代
、
王
侯
貴
族
が
も
っ
て
い

た
庭
園
や
狩
猟
場
が
、
市
民
の
要

求
に
よ
り
、
し
だ
い
に
開
放
さ
れ

公
共
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た

由
。
足
立
区
が
、2
3区
第
1
倥
の

面
積
の
区
立
公
園
が
で
き
た
の

も
、
区
画
整
理
等
を
通
じ
多
く
の

区
民
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
そ
の
公
園
で

の
イ
タ
ズ
ラ
が
目
立
つ
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
や

落
書
き
、
犬
の
フ
ン
の
未
処
理
な

ど
、
担
当
は
そ
の
対
策
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。
過
密
な
都
会
の

中
で
、
う
る
お
い
と
憩
い
の
煬
と

な
る
べ
き
公
園
が
、
心
な
い
人
々

の
行
為
で
汚
さ
れ
て
い
く
の
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な

こ
と
が
一
日
も
早
く
な
く
な
る
の

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、2
8日
は
足
立
の
花
火
大

会
。
荒
川
と
い
う
貴
重
な
公
共
空

間
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
で
き
る
花

火
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

。

区
長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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リサイクル

情

報

あ
な
た
に
も
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め

そ
の
1
「
集

団

回

収
」

家
庭
か
ら
出
る
新
聞
・
雑
誌
、
空
き

缶
・
空
き
ぴ
ん
、
古
布
な
ど
は
、
再
利

用
で
き
る
大
切
な
資
源
で
す
。し
か
し
、

こ
れ
ら
も
分
別
・
整
理
さ
れ
な
け
れ

ば
、
た
だ
の
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
集
団
回
収
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
源

化
物
を
一
定
の
日
時
・
場
所
を
決
め
て

回
収
す
る
こ
と
で
す
。現
在
区
内
に
は
、

町
会
・
自
治
会
・
子
供
会
な
ど
を
母
体

と
し
た
集
団
回
収
団
体
が
5
4
0ほど
あ

り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
団
体

と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
1
0世
帯
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
、
登
録
す
る
と
集
団
回

収
に
よ
り
回
収
し
た
資
源
化
物
―
㎏
に

対
し
て
6
円
の
報
償
金
が
支
給
さ
れ
る

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

□
回
収
業
者
の
紹
介

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
窓
口
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
(
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め
V
O
L

・
2
)
は
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□
物
品
の
貸
し
出
し

現
在
空
き
缶
等
の
回
収
を
行
っ
て
い

る
、
ま
た
は
行
う
予
定
の
あ
る
1
0
0世帯

以
上
の
集
団
回
収
団
体
で
、
設
置
場
所
(

公
園
等
の
公
共
用
地
は
不
可
)
を
確
保

で
き
る
団
体
に
。
次
の
よ
う
な
物
品
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。な
お
、1
0
0
世
帯

未
満
の
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
空
き
缶
プ
レ
ス
機
(
ス
チ
ー
ル
ー
ア
　

ル
ミ
自
動
選
別
機
能
付
き
の
大
量
投
　

入
型
。1
0
0
V
の
電
源
を
要
し
ま
す
)

▽
資
源
化
物
一
時
保
管
用
倉
庫
(
プ
レ
　

(
ブ
、床
面
積
6
㎡
で
高
さ
2
.
4
s
)

▽
資
源
化
物
等
運
搬
用
台
車
(
テ
ー
プ
　

ル
の
寸
法
は
4
9
`
×
7
5
『
金
網
枠
　

付
き
』

▽
折
り
た
た
み
コ
ン
テ
ナ
(
5
3
X
x
3
7
　
`

χ
3
2
J
)

▽
雨
よ
け
シ
ー
ト
(
3
.
6
m
x
2
.
7
a
、
の

ぼ
り
旗
付
き
)

い
ず
れ
の
物
品
も
、中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
の
窓
口
。
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
の
あ
っ
た
団
体
に
は
、
選
考

の
資
料
と
す
る
た
め
に
活
動
状
況
等
の

調
査
`
霎
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
。集
団
回
収
を
や
め
た
場
合
に
は
、

貸
し
出
し
物
品
を
返
却
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
個
人
と
し
て
資
源
化
物
の

回
収
に
協
力
し
た
い
と
い
う
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
集

団
回
収
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

集団回収団体・資源回収量実瞋一覧 ( 単位: kg)

あ
な
た
に
も
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め

そ
の
2
「
紙
パ
ッ
ク
の
回
収
」

牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
は
、平
成
4

・
5
年
度
の
2
年
間
で
、約
7
1
t
を
回

収
し
ま
し
た
。こ
の
量
は
、立
木
(
1
4

″
×
8
s
)
に
換
算
す
る
と
千
6
0
0
本
分
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
す
る
と
3
2
万

個
分
を
回
収
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す

(
約
3

千
剳
世
帯
の
1

年
間
分
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
消
費
量
に
相
当
)
。

回
収
場
所
=
下
表
の
と
お
り

紙
パ
ッ

ク
回
収
時
の
ご
注
意
=
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
注
ぎ
囗
を
取
り
除
き
、1
枚
に
切
り

開
き
、
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
内
側
が

ア
ル
ミ
コ
ー
ト
加
工
さ
れ
た
も
の
、
茶

色
の
紙
パ
ッ
ク
。
沺
㎡
未
満
の
も
の
は

回
収
で
き
ま
せ
ん

あ
な
た
に
も
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め

そ
の
3
「
乾
電
池
の
回
収
」

乾
電
池
は
、
平
成
3
年
か
ら
回
収
を

始
め
、
3
年
度
～
5
年
度
の
3
年
間
で

3
9
tに
な
り
ま
し
た
。
回
収
す
る
電
池

は
、
マ
ン
ガ
ン

ーア
ル
カ
リ
電
池
の
み

で
す
。
回
収
後
、
北
酲
道
の
処
理
工
場

に
送
り
、
金
属
の
資
源
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

回
収
場
所
=
下
表
の
と
お
り

乾
電
池
回
収
時
の
ご
注
意
9
ボ
タ
ン
型

の
水
銀
電
池
は
販
売
店
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
ニ
カ
ド
電
池
(
充
電
式
蓄
電
池
)

は
、
右
図
の
マ
ー
ク
が
は
っ
て
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
協
力
店
(
電
気
店
)
で
。
そ
れ

ぞ
れ
業
界
が
自
主
的
に
回
収
し
て
い
ま

す
。乾

電
池
に
は
様
々
な
型
式
・
種
類
が

あ
り
ま
す
。
表
示
を
よ
く
ご
確
認
の
う

え
、
分
別
回
収
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
…
中
央
本
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
へ

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

マンガン電池

アルカリ電池

ニカド電池

ボタン型水銀電 池

「紙 パック・乾 電 池 回収 施 設一 覧 」(平成6年7月現在)
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健康カレンダー 8 月の予定
保

健
ガ
イ

ド

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
い
プ
ー
ル

い
よ
い
よ
プ
ー
ル
の
季
節
で
す
。
こ

の
時
期
は
プ
ー
ル
に
入
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
よ

う
。
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、
必

ず
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
プ
ー
ル
に
入
る
前

▽
結
膜
炎
、
か
ぜ
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
入
る

▽

化
粧
や
整
髪
料
は
落
と
し
、
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぷ
る

▽
シ
ャ
ワ
ー

で
体
を
よ
く
忿
つ

▽
準
備
体
操
を
し

て
か
ら
ゆ
っ
く
り
入
る

□
泳
い
で
い
る
と
き

▽
オ
イ
ル
や
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
ま
ま

プ
ー
ル
に
入
ら
な
い

▽
プ
ー
ル
内
の

排
水
口
な
ど
の
ふ
た
に
さ
わ
ら
な
い

▽
1
時
間
に
I
回
は
プ
ー
ル
か
ら
上
が

っ
て
休
憩
す
る

□
泳
い
だ
あ
と

▽
体
は
シ
ャ
ワ
ー
で
よ
く
洗
い
、
目
や

口
も
水
で
十
分
に
ゆ
す
ぐ

▽
タ
オ
ル

や
ブ
ラ
シ
の
貸
し
借
り
は
し
な
い

A
足
立
・
干
住
保
健
所
、
環
境
衛
生
V

障
害
児
歯
科
診
療
・

在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科
診
療

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
―
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

～
午
後
1
時
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=

足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の

軽
・
中
度
の
障
害
の
あ
る
方
/
診
療
場

所
ま
で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同

伴
が
必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
日
時
1
火
曜
日
～
土
曜
日
(
日

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
=

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
ね
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す

-
い
ず
れ
や
卜

申
込
日
時
l
毎
週
火
曜
日
～
土
曜
日
、

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～

3
時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)
S

用
―
保

険
診
療

申
込
=
電
話
ま
た
は
F
A
X

申
・
問
先
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

8
月
の
献
血

日
程
等
a
8
月
5
日
…
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
/
8
月
1
6
日
…
あ
さ
ひ
銀
行
花
畑

支
店
(
花
畑
5
ぶ
に
一
-
2
4
)
/
8
月
1
9

日
・
:
エ
ス
フ
ー
ズ
駐
車
場
(
綾
瀬
2
-

9
1
a
)
/
8
月
2
4
日
…
東
京
電
力
足
立
支

社
(
千
住
中
居
町
8
-
9
)
/
8
月
3
0
日

・
・
・
足
立
区
役
所
千
住
本
庁
舎
時
間
―

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
、午

後
1
2
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
問
先
L
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

こ
こ
ろ
の
健
康
ひ
ろ
ば

講
演
会
「
分
裂
病
っ
て
な
に
?

」

誤
解
や
偏
見
の
多
い
分
裂
病
で
す

が
、
ど
ん
な
病
気
な
の
か
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
=
7
月
3
0日
(
土
)
、
午
後

1
時
3
0分
1
3
時
3
0分

講
師
=
平
山

正
実
氏
♀
住
仲
町
診
療
所
精
神
科
医
)

定
員
=
5
0人

費
用
―
無
料

申
込
1

電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

妊

婦

体

操

と

パ
パ
の
子
育
て
入
門
編

日
時
1
8
月
2
6日
(
金
)
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

対
象
=
妊
娠
5
ヵ
月
以
降

の
方
と
そ
の
配
偶
者

定
員
よ
J
人
(

先
着
順
)

申
込
―
電
話

場
・
申
・

問
先
1
千
住
保
健
所

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
。

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
1
8
月
1
日
(
月
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
に
受
付

場
所
=
佐

野
住
区
セ
ン
タ
ー

費
用
=
無
料

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
東
和

保
健
相
談
所

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

第
3
回
は
つ
ら
つ
健
康
大
学

「
地
域
に
広
げ
よ
う
健
康
の
輪
」

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
足
立
区
の
健

康
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
一
緒
に
体
験
や
実
験
。
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
、
健
康
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
等
=

下
表
の
と
お
り

対
象
=
原
則
と
し
て

全
講
座
参
加
で
き
る
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
(
過
去
に
修
了
証
書
を
受
け
た
方

は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

定
員
=
5
0

人
(
先
俯
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
7

月
2
6日
か
ら
電
話
で
受
付

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

き
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

第3 回はつらつ健康大学日程表

※ いずれも時間は午後1時30分～4時です。

健康あ・ら・かると

子
育
て
は
み
ん
な
で
楽
し
く

外
国
で
の
子
育
て

は
、
文
化
や
言
葉
の
壁

か
ら
、
孤
立
し
た
り
悩

み
に
ぷ
つ
か
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
I

さ
ん
も
そ
の
一
人
。
日

本
に
来
て
1

年
た
ら

ず
、
今
、
子
育
て
真
っ

最
中
で
す
。

先
日
、こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

生
後
2
ヵ
月
の
S
ち
ゃ
ん
が
、
急
に
ミ

ル
ク
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

「
元
気
が
な
い
わ
、
ど
う
し
た
の
か

し
ら
?
」「
ミ
ル
ク
、ど
う
し
て
飲
ま
な

い
の
9
・
」I

さ
ん
は
、
日
本
語
が
あ
ま
り
上
手

で
は
な
い
の
で
相
談
相
手
も
い
ず
、
一

人
で
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。
夫
も

子
育
て
に
自
信
が
な
い
の
で
保
健
所
に

電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
保
健
婦
さ
ん

が
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
S

ち
ゃ
ん
の
ミ

ル
ク
を
飲
ま
な
い
原
因
が
便
秘
だ
と
わ

か
り
、ほ
っ
と
ひ
と
安
心
。I
さ
ん
は
、

「
う
ち
の
子
の
発
育
は
順
調
で
す
か
」

「
予
防
接
種
は
日
本
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
」と
、今
ま
で
不
安
に
思
っ
て
い

た
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
相
談
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
I
さ
ん
の
訴
え
が
き
っ
か

け
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
母
と
子
の
会

が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、I
さ
ん
親

子
も
元
気
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
子
育
て
で
不
安
な
の
は
、

ど
こ
の
国
の
マ

マ
も
同
じ
で

す
。
そ
ん
な
マ

マ
た
ち
が
母
と

子
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で

相
談
し
な
が
ら
、
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

保
健
所
で
は
、
外
国
の
方
で
も
、
育

児
や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
な

が
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ぷ
つ

な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

A
足
立
・
千
住
保
健
所
V
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も
っ
と
身
近
に
、

も
っ
と
便
利
に
…

特
別
区
制
度
改
革
の

実
現
を
め
ざ
し
て
!

特
別
区
は
、
東
京
2
3区
だ
け
に
み
ら
れ
る
剛
一

で
す
。
足
立
区
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
区
は
、
こ
れ
ま
で
一
体
と
な

っ
て
発
贋
し
て
き
た
た
め
、
地
方
で
は
蘂
一

的
自
冶
体
で
あ
る
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
済
掃
事
一

等
も
。
都
が
行
う
て

い
ま
す
。
そ
こ
で

、
特
別
区
は
都
の
内
部
団
体
的
な
性
格
を
改
め
、
2
3区
が
自
立
し
て
各
区
の
実
情
に
合
わ
せ
た
区
政

胥
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
都
と
協
力
し
て
特
別
区
制
度
の
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
特
別
区
は
ど
の
よ
う
に
慶
わ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

ご
み
問
題
解
決
の
た
め
に

も
う
す
ぐ
あ
ふ
れ
る

東

京

の

ご

み

2
3区
内
で
は
F

年
間
に
東
東
ド
ー
ム
1
3

杯
分
も
の

ご
み
が
出
て
い
家
す
。
し

か
も
、
今
概
用
し
て
い
る

処
分
耨
は
、
2

年
後
に
は
鵬
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
深
刈
化

す
る
東
京
の

ご
み
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
め
た

ご
み
を
簾
や
し
て
岨
め
立
f
名
'

苫

が

中
心
だ
っ
た
肩
掃
事
業
を
、「
ご
み
夸
出

さ

な
い
」
こ
と
や
[
出
さ
れ
た
ご
み
を

資
源
化
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
微
底
す

る
」
こ
と
に
重
痲
疹
蓚

し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

足
立
区
で
は
現
在
、
集
団
回
収
を
中

心
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
リ
サ
イ
ク
ル
を

韋
め
て
い
搴
y
。
今
晩
珊
掃
事
業
を
区

が
夷
羃
す
る
こ
と
に
な
れ
ぱ
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
鵬
力
し
て
。
足
立
区
に
お
け

る
ご
み
の
腆
一
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら

に
塲
め
て
い
く
y
y
忝
で
孝
ま
す
。
例

え
ぱ
、
地
域
の
爽
嚮
に
応
じ
た
収
集
方

法
や
集
積
所
の
工
求
な
ど
、
き
め
岡
か

な
対
g
を
す
る
冫
こ
が
で
膏
る
よ
う
に

な
り
零
y
。
ま
た
、
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
区
の
他
の
施
策
と

一
体
的
と

な
っ
た

、
ご
み

航
一

の
た
め
の
総
合
的

な
事
業
の
展
開
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ごみを減らすには、各家庭の協力

が必要です 2
3区
は
自
立
し
ま
す

基
本
的
性
格
の
改
革

2
3
区
は
、
各
区
の
特
性
や
佃
畦
を
生

か
し
た
区
取
粐
通
め
ら
れ
る
劣
つ
、
長

い
閨
自
油
権
奮
充
の
湯
勦
に
取
n
靤
ん

で
嘶
乖
{
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
4
0
年
に

は
襴
祉
事
務
所
が
、
5
0
年
に
は
保
鴒
所

が
そ
れ
ぞ
れ
郡
か
ら
区
に
穆
傭
さ
れ
、

福
祉
や
衛
生
の
仕
事
が
区
民
に
身
近
な

も
の
と
な
り
声
レ
た
。
し
か
し
、
2
3
区

が
都
の
内
部
的
団
体
で
あ
る
と
い
う
性

梏
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
で
も
改
め
る
こ

と
は
で
喪
汲
梦
`
で
し
た
。

2
3区
を
基
礎
的
自
治
体
に

そ
の
簔
も
引
き
纃
彙
酒

区
は
、
自
治

権
砥
充
麥
汞

め
て

、
区
民
の

智
さ
ん
と

一
体
と

な
っ
て

塲
-

た
。
こ
の
絹
爾
、
平
成
2

年
9
月
に
は

地
方
制
度
爾
査
会
(
内
閣
総
理
大
臣
の

諮
問
機
関
)
か
ら
、
脾
掃
事
乖

な
ど
の

区
民
生
活
に
身
近
な
事
務
は
区
へ
移
管

す
べ
き
こ
と
や
、
特
別
区
を
基
礎
的
自

治
体
に
位
箴
つ
け
る
こ
と
な
ど
夸
内
容

と
す
る
答
申
が
出
さ
れ
、
制
度
改
革
の

央
焉
へ
大
粤
く
恥
進
し
ま
し
た
。

答
申
の
中
で
は
、
特
別
区
を
棊
輙
的

自
治
体
夲

る
y
』と
と
事
務
の
移
臂
は

一
括
し
て
実
施
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
事
鵬
移
管
の
鑞
薺
な
柱
で
あ
る
灣

掃
事
粱
の
行
方
か
今
回
の

制
度
歌
本
の

カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
事
業
の
区
移
管
案
に

つ
い
て
都
区
で
合
意

今
、
特
別
区
剛
度
改
革
の

爽
苒
に
必

薺
な
関
係
法
案
の
改
正
幸
L

年
4
月
に

行
う
た
め
、
都
は
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
5

月
に
「
特
別
区
に
お
け
る
脾
掃
事
業
の

実
篤
案
」
(
上
表
)
か
2
3
区
に
示
さ
れ
ま

し
た
。
2
3区
は
、
6
月
に
基
本
的
に
都

の
案
を
了
承
す
る
こ
と

を
決
め
ま

し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
紲
は
都
と
2
3

区
で
膺
掃
事
業
以
外
の
事
業
な
ど
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
に
異
体
的
な
協
皐
を
進

め
て
い
孝

豕
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

制
度
改
革
の

冐
瑪
が
今
、
目
前
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
別
区
制
度
改
革
の
爽

澗
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
珊
耶
と
ご

s
力
か
必
要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

筒
先
一

千
住
本
庁
舎
・
企

画
課

魯
(
a
2
T
1
1
L

㈹

特別区における 清掃事業の実施

※ 最終処分は、都が整備管理する処分場を利用します。足立区では
灣掃工場、清掃事務所、清掃事業所、し尿の中継施霞、都直営の
清掃崋が移曾の対象となります。

あなたl Uとウて不用なものでも、利用皿 があります
(フリーマーケット)

身近な仕事は区に

今
回
の
改
革
で
は
、
2
3
区

を
基
輙
的
自
冶
体
と
y
る
と

と
も
に
、
区
民
に
身
近
な
仕

事
は
で
き
る
だ
け
郡
か
ら
区

に
移
管
し
、
財
政
自
主
権
を

恨
化
し
て
各
区
の
自
主
性
・

自
律
性
を
高
め
て
い
こ

う
と

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
本
で

清
掃

亭
集
の
ほ
か
に
区
に
移
管
さ

れ
る
s

務
の
中
に
は
、
良
好

な
都
市
珮
篤
の
形
成
を
目
的

と
す
る
特
定
街
区
(

街
区
面

積
1
湎
以
下
)

の
都
市
計
踝

決
定
や
有
害
物
質
を
龠
む
家

庭
用
品
の
規
制
に
関
宮
9

畢

胯
な
ど
が
あ
n
I
孑

。

ま
た
、財
取
に
つ
い
て
も
、

区
が
自
主
的
・
計
画
的
な
財

政
運

曾
を
吁
っ
て
い
け
る

仕

岨
み
に
改
め
嫐
y
か

、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
!
{

刄
の

税

金
が
I
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

関
心
が
高
ま
っ
た

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7
月
M
日
(
木
)
、
北
千
住
訳
西

口
(
取
ピ
ル
)
加
で

、
制
度
改
革
の

実
現
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

足
立
区
長
、
足
立
区
毒
会
職
長
、

足
立
区
剛
度
改
革
推
進
区
民
会
議

会
長
ら
が
街
頭
に
立
ち
、
制
度
改

革
の
必
脣
性
&
癬
え
、
実
現
の
た

め
の
支
攅
夸
お
願
い
¥
r

だ
。

道
行
く
人
の
中
に
は
、
立
ち
止
ま

っ
て
膺
掃
亊
業
が
ぐ
£

茖

の

か

熟
心
に
尋
ね
弔

入
や
制
麦
改
革
に

つ
い
て
質
問
す
る
人
な
ど
も
い

ま

し
た
。

区
政
資
料
室
で
さ
が
す

郷
土
の
歴
史
を
知
る
刊
行
物

区
で
は
、
傭
報
公
鬨
課
・
区
政
資
料
童
を
千
佳
本

庁
舎
と
中
央
本
町
庁
舎
の
2

ヵ
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
。
区
の

有
償
刊
行
物
の
販
充
、
広
報

ピ
'デ
オ
の
貸
し
出
し
碍

、
区
政
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
約
囘
種
類
の
刊
行
初
の
中
か

ら
足
立
の
蔗
史
に
閲
す
る
も
の
を
5

冊
紹
介
し
ま

す
。
夏
休
み
豪
利
用
し
て
、
ご
自
分
の
町
の
歴
史
を

た
ど

り
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

□ 足 立 百 の 語 り伝 え

( 1500円)□ 続・足 立 の 語 り 伝 え

六 十 六 話　( 1000 円)

千
住
七
不
尽
議
な
ど
の
言
い
I
Hえ
や
、
各
神
社
の
起
こ
り
、
千

住
や
西
新
井
と
い
っ
た
地
名
の
由
来
等
、
狠
々
な
話
を
紹
介
。
曹

の
ま
ち
の
様
子
や
祖
先
の
生
蓿
を
知
る
y
』と
が
で
き
る
。

□
絵
で
み
る
年
表

足
立
風
土
記
(
4
O
O
O

円
)

凧
始
か
ら
珥
代
ま
で
の
足
立
の
歴
史
を
跼
羅
。
臉

や
写
真
が
多
く
、
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
新
し
い
発

見
が
読
み
物
風
に
ま
と
ま
っ
た
コ

ラ
ム
か
ら
は
、
当

時
の
生
活
も
見
え
て
く
る
。
区
の
歴
史
を
桑
し
む
に

も
、
本
格
的
郷
土
史
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
も
、
最

遍
の
一
冊
。

□
足
立
区
文
化
財
地
図
(
1
0
0
円
)

□
足

立

の

史

話
(
4
0
0

円
)

「
足
立
区
文
化
財
地
図
」
は
、
区
や

鄒
指
定
等
の

又
化
財
の

う
る
約
聊
g
の

所
在
鴆
膏
地
図
に
お
と
し
た
も
の
。
足

立
の
歴
史
を
歩
く
の
に
便
利
。

「
足
立
の
呎
話
」
は
、
千
住
大
橋
か

ら
水
神
楯
ま
で

、
旧
日
光
耨
暹
沿
い

に

圜
史
散
歩
を
し
て
い
く
も
の
。
こ
れ
を

読
め
ぱ
、
あ
な
た
も
昔
の
取
人
に
。

※

※

区
政
賢
料
室
で
は
、
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
な
分
野
の
刊
行
勧
を
販
売
し
て
い

ま
す
(
下
表
)
。

問
先
一
千
住
本
庁
舎

・
情
報
公
開
課

霓
a
8
2
T
1
1
1

㈹

中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
陳
分
室

(
a
)
9
1

主な有償刊行物一覧

国保『海の家・山の家』
田
保
鰈
で
は
、
今
年
も
民
宿
な
ど
を

儔
ひ
上
げ
、
右
麦
の
「
廱
の
家
・
山
の

覃
ご
"
開
設
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
抽

選
鮗
了
餓
の
惣
蜃
利
用
を
受
け
付
け
て

い
本
歹
。
施
設
に
よ
っ
て
は
ま
だ
摎
窒

が
あ
ひ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
-
8

月
匐
日
ま
で

対
象
-
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

申
込
―
電
話
予
約

の
う
え
便
用
料
を
恩
ロ
ヘ

受
付
I

利

用
日
の
3
日
前
ま
で

申
・
問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務

係

霓
3
8
8
0
)
5
1
2
2

< 海の家>

< 山の家>

1 搖屬 定 員6 畳 … 4 人 、7. 5臺 … 5 人 、8 畳 … 5 人 、9 畳 … 4 人 。匐 畳 … 6 人 、1 棟 … 5 人

*9 畳は 、ペッドガ4 台入って いま覃。* 画の家 、止功 家と も食事 や鴦典の出し 入れは、セルフ サービ スで す。

コンピュータによる

個人情報の記録事項を公表します

区
で
は
、
仕
事
を
効
率
よ
く
処
砌
U

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
奪
y
。

そ
の
郢
。
最
も
屈
蓴
し
て
い
る
こ
冫
ほ

佃
人
情
報
の
保
霞
に
つ
い
て
で
す
。
個

人
情
覗
保
霞
の
一
環
と
し
て

、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
爾
人
嘴

報
の

記
録
事
項
を
、
条
例
に
棊
つ
き
公

表
し
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の

は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
く
わ
し
く
は

、
中
央
本

町
庁
舎
・
膺
報
処
理
課

霓
3
8

～
)
8
2
1

へ

。

主 な 記 録 事 項
住R 薹友台欟( 住所・世帯主氏名・皿人氏名・生乖i 箋ヨ・転出

先 一本籍・車顕者辱) ・印ヵん登録用の印毒

住蹣( 年糧 ・紬入状礪 願 目・各種閥 額・髄 除艷
軽自動車税( ● 廱番号・税額・絶入状況興侃項目等)

国民諷康保接( 資格取得・喪失 ・保倹料・納入訳況皿 贋目 。

給付記録等)

国民年金( 資格取得・喪失・給付配録・皿
外国人登録( s 籍・旅券贋目 ・冫i =麕資格関係耳目・出生地・本

・ での住所萄)

高齢者の医齟 灘 韆 ・喪失・翅 記鏤等)
高節髫襴祉手当支給配録

障害者の医療厩( 爽格取得・農失・支姶記録等)

障害者の手当支給柾濳
児齏手当の古喰p 鍬等

保育矚児( 保育圃名 一入艢年月日奄)

児童 一生徒の学校名・掌年等

道略占用物件飃侃贋目
哇 膸 の扶瞶 噸 目・鴎 ・趾 明 日

ひとり四 銀

幼碓● 襴曲金支給配録一
生乗員埀貸付記録

平
成
5
年
度
公
文
書
公
開
実
施
状
況

衛
生
に
関
す
る

請
求
が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
区
政
へ
の
番
加

を
促
進
し

、
よ
り
一
層
聞
か
れ
た
区
政

に
し
て
い

く
た
め
、
昭
和
6
1
年
度
か
ら

「
公
文
書
公
開
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま

す
。
毎
年
―
回
、
こ
の
制
度
が
公
正

に
運
暫
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
実
施
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

平
成
5

年
度
は
、次
の
と
お
り
で

す
。

公
文
書

公
開
の

請
求
件
数
は
1
1
7件

で

、
9
2人
の
屶
が
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
内
容
に
該
当
す
る
公
文
S

の
全
部

を
「
公
鬨
」
決
定
し

た
も
の
が
7
5
件
、コ

留
公
開
」
決
定
が
2
6

件
で
公
開
率
は
9
1
%

で

す
。
一
方
、「
非
公

関
」
決
定
し
た
も
の
が
6

件
、
該
当
す

る
公
文
s

が
不
存
在
の
も
の
が
4

件
。

取
り
下
ぱ
g
l

倅
で
し
た
。

平
虞
5

早
匿
の
特
徴
は
、
区
民
に
よ

る
請
求
が
前
年
度
と
比
べ
て
3
5
人
か
ら

笳
人
と
蔵
芒

、
区
外
の
人
の
請
求
が

増
え
た
こ
と
、
ま
た
、
布
生
に
関
す
る

請
求
が
全
体
の
2
4
%
で

、
前
年
度
よ
り
1
0

ポ
イ
ン
ト
堆
え
た
こ

と
で
す
。

ま
た
一

公
開
串
か
前
年
度
に
比
べ
て
4
%

減
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
区
民
の

皆
さ
ん
に
公
又
S
公
開
制

寓
が
攪
透
し
、
そ
れ
だ
け

冊
求
内
容
が
複
雑
に
な
っ

て

き
た
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。な

お
、
従
来
「
全
部
公

開
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た

「
入
札
経
過
綢
S

」
は
、

昨
年
の
1
2
月
か
ら

、
情
報

樋
銚
に

切
り
鰆
え
ま

し

た
。次

に
、
そ
の
内
容
を
み

る
と
「
全
部
公
開
」
さ
れ

た
公
艾
・

に
は
、「
吸
育
過

租
届
行
事
予
足
表
」『
区
政

調
査
研

究
費
実
績

報
告
S

』「
足
立
区
地
域

保
健
福

祉
計
應
策
穹
委
員
会
会
議

鱶
・
提
出
資
科
」「
食
品
営

業
許
可
台
帳
」「
足

立
区
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派

滾
事
業

要
綱
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま

た
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
、
法
人
の
利
益
を
儕
な
う
、
区
政
の

適
正

な
覗
行
を
妨
げ
る
等
の
理
由
か
ら

「
一
部
公
開
」
に
な
っ
た
公
文
魯
に
は

「
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
名
簿
」
i

小
・
中

学
校
別
の
登
校
拒
否
(

不
登
校
)
の
実

態
に
つ
い
て
」
「
体
罰
報
告
!

「
勧
品

契
約
台
帳
(
小
・
中
牛
校
放
送
般
蠑
)
」

「
診
療
所
開
設
届
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
同
様
の
理
由
で
公
文
書
の

全
部
が
「
非
公
閧
」と
さ
れ
た
も
の
は
、

「
珍
療
所
X

繚
装
置
懈
付
届
」
「
工
場
台

帳
≒

公

害
発
生
工
場
指
毒
経
扇
台
帳
」

「
礁
築
礎
肥
申
臍
帯
及
ひ
添
付
図
1

「
職
員
会
議
録
(

小
・
中
学
校
分
)
」
で

す
。な

お
、
公
又
S

が
不
俘
在
で
公
閧
で

者
な
か
っ
た
も
の
に
は
、「
足
立
灣
掃
工

珊
堰
改
築
に
係
る
覚
え
S

関
係
文
S

の

う
ち
I

託
区
算
行
'
に
闘
す
る
文
!

「
昭
和
5
7
年
4
月
9
日
付
の
読
売
新
聞

夕
刊
記
事

。区
画
塵
理
に

爾
る
'
に
闘
す
る
調
査
内

簪

と
処
分
の

わ
か
る

も

の
」「
職
員

会
餓
規
定
、
又
は
職
貝
会
議

の
配
録
刀
法
に
つ
い
て

申
し
合
わ
せ

が

わ
か
る
も
の
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

。

足
立
区
公
文
一

公
開
条
例
で
は
、
区

の

二

部
公
闘
」「
非
公
開
」「
不
存
在
」

の
決
定
に
対
し
て
、
請
求
者
は
不
服

申

し
立
て
が
で
膏
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
虞
5

年
度
に
は

、
1
件
の
不
存

在
決
定
に
対
す
る
不
服

申
し
立
て
が
あ

ひ

声
し
た
が
、
足
立
区
公
文
一

公
開
番

査
会
(

平
賦
6

年
4
月
1
日
か
ら
足
立

区
公
文
書
公
開
・
個
人
謌
報
保
霞
審
査

命
に
変
更
)

に
略
間

し
て

、
不
存
在
決
定

は
相
当
で
あ
る
と
の

答
申
を
受
け
、
不
服

申
し
立
て
の
請
求
棄

却
の
決
定
を
し

声
‥‘た
。

こ
の
公
文
一

公
聞
制
度
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
は
も
咎
{
ん

、
公
闘
纃
求
の
理

由
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
方
で
あ
れ
ぱ

ど
な
た
で
も
で

き
ま
す
。
請
求
は
、
随

時
。
情
報
公
闘
課
の
窓
口
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

鳩
・
問
先
一

千
住
本
庁

舎
・
情
報
公
閧
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

中

央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
諜
分
窒

　
(
3
8
8
0
)
5
0
0
1

実施機関別 請求件数および処理状況

請求者の内訳
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

申
請
は
お
す
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方
で
、
呎
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
は
手
当
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

□
特
別
障
客
者
手
当

対
象
ふ
J
歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所
に
3

ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
な
い
方
/

障
害
の
程
度
が
基
準
に
該
当
す
る
方

手
当
額
=
月
額
2
万
4
千
9
6
0
円

□
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
1
2
0歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
基
準
に
該
当

す
る
方

手
当
額
4
月
額
1
万
3
千
漣

円

-

い
ず
れ
も
ト
ト

※
認
定
に
該
当
す
る
障
害
の
程
度
、
所

得
基
準
等
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
‥
n千
住
家
庁
舎
・

障
害
福
祉
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

対
象
=
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
家
庭

内
容
=
親
ま
た
は
子
供
が

病
気
や
ヶ
が
な
ど
の
と
き
、
家
事
や
育

児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(

長
期
疾
病
・
入
院
等
は
対
象
外
ン

ー

度
の
申
請
で
5
回
以
内
、年
間
2
0
回
ま

で
/
午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
閧
で
連

続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
を
I
回

申

込
―
診
察
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
き
る

も
の
と
印
か
ん
を
持
参
(
緊
急
の
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ

り
代
理
の
方
の
来
所
可
)

申
・
問
先
=

千
庄
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
・

日
常
生
活
用
具
等
給
付
事
業

□
高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
で
、
日
常

生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め

住
宅
を
改
造
す
る
方
に
改
造
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
6
5歳
以
上

で
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
常
時
注
意

を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方

種
目
―
浴

室
/
玄
関
等
/
台
所
/
ト
イ
レ
/
居
室

□
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
、
ひ
と
り

暮
ら
し
等
の
高
齢
者
に
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
=
6
5歳
以
上
の
穫
た

き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者

品
目
―
特
殊
寝
台
/
マ
ッ
ト
レ
ス
/
腰

掛
便
座
/
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
/
電
磁
調
理

器
/
特
殊
尿
器
/
自
動
消
火
装
置
/
火

災
響
報
器
/
入
浴
担
架
/
体
位
変
換
器
/

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
高
齢
者
徘
徊
(
は

い
か
い
)
感
知
機
器
/
車
い
す
/
歩
行

器
/
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
/
入
浴
補
助

用
具
/
難
燃
性
穫
具
/
洗
髪
器
/
空
気

清
浄
器
/
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ
ル
/
介
護

用
リ
フ
ト
/
移
動
用
バ
ー
/
歩
行
支
援

用
具
/
安
全
杖
/
ス
ロ
ー
プ

-
い
ず
れ
も
レト

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
―
管
轄

の
各
福
祉
事
務
所
・
高
齢
者
援
護
係
(

左
上
表
)

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保

母
が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳

守
)
。
実
施
保
育
園
・
相
談
日
―
▽
興

野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

・・・毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

・
:毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

…
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

相
談
方
法
―
電
話
お
よ
び
面
接

時
間
=

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
先
9
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

障
害
者
に
対
す
る
「
紙
お
む
つ
」

支
給
事
業
を
始
め
ま
す

重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
、
寝
た
き

り
ま
た
は
失
禁
の
状
態
に
あ
り
、
お
む

つ
を
必
要
と
す
る
方
に
紙
お
む
つ
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
=
足
立
区
内
に
住

所
が
あ
る
満
3
歳
以
上
の
方
で
、
重
度

心
身
障
害
者
手
当
、特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
の
い
ず
れ
か
の
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方

申
請
1
7
月
2
5

日
～
8
月
2
2日
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

(
8
月
2
3日
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま

す
)

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛

の
手
帳
を
持
参

配
送
=
9
月
か
ら

申
・
問
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課

福祉事務所一覧表

年

金

み
ん
な
の
年
金
　
未
加
入
の
方

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
老
後
を
は
じ
め
、
障

害
者
や
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
の
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
所
得
保
障
の

制
度
で
す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
。
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
日
本
国
内
に
住
む

学
生
や
自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者
な
ど

で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方

※
酊

外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の
方
な
ど

は
、
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で

き
ま
す
。
ま
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

お忘れなく
8 月は老齢福祉年金の
定時届の提出時期です

8
月
は

、
老
齢
福
祉
年
金
の
定
時
届

の
提
出
月
で
す
(

緑
色
の
手
帳
で
郵
便

局
で
直
接
受
け
取
る
年
金
)
。こ
の
届

は

。8

月
か
ら
翌
年
の
7

月
ま
で
の
1

年
間
、
老
齢
福
祉
年
金
を
引
き
続
き
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決

め
る
大
切
な
届
で
す

。該
当
す
る
方
に

は

、お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の
で

、お
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら

、8

月
の
年
金

の
支
払
い
を
受
け
取
つ
た
の
ち
(
8

月
1
1
1
1

日
か
ら
支
払
い
)
す
ぐ
に

、国
民
年
金

証
書
と
定
時
届
を
国
民
年
金
課
に
、
ご

返
送
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
本
人
お
よ
び
配

偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
限
度

額
が
、8
月
か
ら
右
表
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た

問
先
‥‥中
央
本
町
庁
舎

・
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

老齢福祉年金本人および配偶者、扶養義務者の所得制限限度額

※ 上記の所得金額を超えますと全額支給停止になり ます。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
未
納
に

せ
ず
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
8
月
3
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

目

立

つ

夏
休
み
の
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0卮以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
。

禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、

区
が
撤
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転
車
移
送

所
に
運
び
保
管
し
て
い
ま
す
。

▽
学
校
等
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
特

に
学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目
立

ち
ま
す
。「
ウ
ッ
カ
リ
放
置
で
、撤
去
料

を
支
払
う
」
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い

▽
引
き
取
り
の

際
に
は
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
ま
た
撤
去
後
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
、
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

▽
駅
に
近
い
方
は
で
き
る

だ
け
歩
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
自
転
車
は

決
め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場
に
置
い
て

く
だ
さ
い

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0 戦没 者・原 爆死没 者

の 慰 霊 と

世界の恒久平和
祈念の黙とうを

8
月
1
5日
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
数
多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎

年
日
本
武
道
館

で
、
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
も
そ

の
な
か
で
、
正
午

を
合
図
に
1
分
間

の
黙
と
う
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
区
民

の
皆
様
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や

家
庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念

の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、

毎
年
8
月
6
日
と
8
月
9
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式

と
平
和
祈
念
式
を
行
っ
て
お
り
、

広
島
市
で
は
8
月
6
日
午
前
8
時

1
5分
、
長
崎
市
で
は
8

月
9
日
午
前
H
時
2
分

平
和
の
鐘
を
合
図
に
、1

分
間
の
黙
と
う
を
捧

げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
両
市
で
は
、
今
年

も
平
和
を
祈
る
輪
を
全

国
各
地
に
広
げ
る
た

め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
時
刻
に
黙
と
う
を
捧

げ
ら
れ
る
よ
う
協
力
の
呼
び
掛
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。A

総
務
課
V

親と子の
区 内 施 設 め ぐ り

< 観光協会>

日
時
1
8
月
2
7日
(
占

、午
前
8
時
3
0

分
、
千
住
本
庁
舎
前
集
合

内
容
=
東

綾
瀬
公
園
(
東
京
武
道
館
)
、郷
土
博
物

館
、
花
畑
公
園
(
桜
花
亭
)
、
生
物
園
等

を
見
学

対
象
=
観
光
協
会
会
員
お
よ

び
区
内
在
庄
の
観
と
子
(

小
中
学
生
に

限
る
)

※
大
人
の
み
の
申
し
込
み
は

無
効

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
9

大
人
は
観
光
協
会
会
員
…
千
瞋
円

、

非
会
員
・・・
2
千
円

、
子
供
は
全
員
千
円

(
当
日
現
地
支
払
い

、
昼
食
付
き
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の

住
所

、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会

員
・
非
会
員
の
別

、「
区
内
施
設
め
ぐ
り

希
望

」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
親

子
4

人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
(
重

複
(

ガ
キ
は
無
効
)

期
限
=
8

月
4

日
消
印
有
効

申
・
問
先
a

観
光
協
会

事
務
局

〒
1
2
0中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

◎ 第16回足立の花火7月28日( 本) 、午後7時15分～8時45分( 荒天の揚合は29日に順延) /荒川河川敷(干住新橋～西新井橋間)観光協会　3880- 5191
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国

保

国
民
健
康
保
険
料
の

均
等
割
額
と
料
率
を
改
定
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
料
の
所
得
創
額
は
、

住
民
税
額
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
実
施
さ
れ
た
住
民

税
減
税
の
た
め
、
従
来
の
保
険
料
算
定

に
よ
る
収
入
で
は
保
険
料
も
減
収
と
な

り
、
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
が
ま
か
な

い
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
6
年
度
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
料
率

の
見
直
し
を
行
い
、
保
険
料
が
減
税
前

で
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
で
次
の
よ
う

に
均
等
剖
額
を
引
き
下
げ
、
住
民
税
額

に
か
け
る
料
率
(
所
得
剖
額
)
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
園

民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の

た
め
の
改
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

均
等
割
額
1
1

万
5
千
峩
円
(
改
定
前
1
万
6
千
瞋
円
)

所
得
割
額
の
料
率
l
住
民
税
額
の
I
・
3
3
7
(

改
定
前
1
・
0
7
)

※
平
成
6

年
度
の
み
の
改
定
で
す

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

保
険
料
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

平
成
6
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
納
入
通
知
s
と
、7
月
～
9
月
分
納

付
杵
お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納

付
一
を
、7
月
2
1日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
は
、
平
成
6
年
度
の
減
税
後

の
住
民
税
額
に
基
づ
い
て
、
改
定
し
た

均
等
割
額
と
料
率
で
計
算
し
て
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
。
平
成
6
年
度
住
民
税
が

確
定
し
て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て

い
る
塲
合
な
ど
)
は
、
平
成
5
年
度
の

住
民
税
額
を
基
に
し
て
計
算
し
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
は
、
今
年
度

住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で

、正
し
い

保
険
科
に
変
更
し
た
納
入
通
知
一
を
お

送
り
し
ま
す
。
な
お
、
税
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
至
急
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期

限
は
毎
月
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
9

中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
-
3
1

生

活

環

境

高
齢
者
向
け
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
は
。
区
と

の
共
同
事
業
に
よ
る
竹
の
獵
第
一
団
地
3
4

号
棟
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
、
高
齢

者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

住
宅
内
の
段
差
を
無
く
し
た
り

手
す

り
を
取
り
付
け
た
ほ
か
、
安
否
確
認
の

た
め
の
自
励
装
置
等
の
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、入

居
者
の
生
活
相
談
や
緊
急
時
の
対
応
な

ど
を
行
う
生
活
援
助
員
を
配
置
し
て
い

る
ほ
か
、必
要
な
と
き
は
区
の
在
宅
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。募
集
期
間
=
7
月
2
9
日
～

8
月
2
日
、現
地
案
内
所
(
3
4
号
棟
内
)

で
各
戸
別
先
着
順
受
付
戸
数
1
1
2
戸

T
D
K
)
所
在
地
a
竹
の
碾
3
-
H
　

家
賃
=
8
万
9
0
0
円
～
8
万
6
千
円
　

(た
だ
し
7
年
3
月
ま
で
)
入
居
時
期

―
即
入
居
可

対
象
=
年
齢
等
7
月
2
9

日
現
在

申
込
本
人
が
満
6
5歳
以
上

で
、
区
内
在
住
1
年
以
上
の
次
の
世
帯

・
:単
身
世
帯
2

人
世
帯
(
た
だ
し
同

居
者
は
妻
が
満
6
0歳
以
上
、
そ
れ
以
外

は
炭
6
5歳
以
上
)

※
そ
の
他
資
格
要

件
有
。
く
わ
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
(
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者

住
宅
係
で
配
布
中
)

問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

ま
た
は
公
団
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー

(
3
3
4
7
)
4
3
7
5

今
回
募
集
す
る
高
齢
者
向
け
住
宅

「
白
鬚
西
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発

事
業
8
・
9
街
区
住
宅
建
設
事
業
」

お
よ
び
「
常
磐
新
線
(
新
浅
草
駅
付
近
・

都
県
境
間
)
鉄
道
建
設
事
業
」の

公
聴
会
開
催
と
公
述
人
の
募
集

都
で
は
、標
記
事
業
の
環
境
影
響
評

価
俗
案
の
内
容
に
つ
い
て
、都
民
の
皆

さ
ん
か
ら
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意

見
を
聰
く
た
め
、次
の
と
お
り
公
聴
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
公
述
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。日
時
・
場
所
=
△

白
鬚
西
地
区
…
8
月
2
6
日
、
サ
ン
パ
ー

ル
荒
川
小
ホ
ー
ル
(
荒
川
区
荒
川
―
-

1
-
1
)
　
(
3
8
0
6
)
6
5
3
1

△
常
磐
新
線
…
9
月
1
日
、綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
第
1
ホ
ー
ル
(
綾
瀬―
-
3
4
-
7
)

(
3
8
3
8
)
3
5
8
1
※
い
ず
れ

も
午
後
2
時
か
ら
募
集
人
=
2
5
人

程
度
(
抽
選
)
。
1
人
当
た
り
の
公
述
時

間
は
1
5
分
以
内
申
出
方
法
八
公
述
申

出
一
を
7
月
2
6
日～
8
月
9
日
ま
で
に

下
記
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

提
出
先
=

都
・
環
境
保
全
局
環
境
管
理
部
「
公
聴

会
」
担
当

〒
川
1
0
1西
新
宿
2
1
8
-
l

　
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

申

出
書
記
載
内
容
り
公
述
人
の
住
所
。
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
、
電
話
番
号
(
法
人
等

団
体
の
場
合
は
名
称
、
代
表
者
氏
名
、

事
務
所
所
在
地
、
公
述
人
の
役
職
名
も

併
せ
て
記
載
)

△
対
象
事
業
の
名
称

△
公
述
し
よ
う
と
す
る
意
見
の
要
旨
(

榧
子
以
内
)

傍
聴
=
傍
聴
人
は
同
人

程
度
。
当
日
、
午
後
1
時
3
0分
か
ら
会

場
で
傍
聴
券
を
配
布
(
先
著
順
)

※
公

述
の
申
出
者
が
な
い
場
合
は
、
公
聴
会

は
中
止
し
ま
す

問
先
=
都
・
環
境
管

理
部

　
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

家
計
消
費
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
9
月
か
ら
H
月
ま
で
の
3
ヵ
月

間
、「
全
国
消
費
実
態
調
査
」を
実
施
し

ま
す
。
家
計
簿
の
記
入
が
中
心
の
調
査

で
す
。
7
月
下
旬
か
ら
、
次
の
調
査
地

区
の
ご
家
庭
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
調
査
地
区
£
一
'田
八
丁
目
、
巾
央

本
町
E
丁
目
、
本
木
東
町
、
本
木
北
町
、

江
北
七
丁
目
、
竹
の
塚
二
丁
目
、
六
木

一
丁
目
、
千
佳
東
町
二
丁
目
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部
地
域

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
覡
計
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査

区
で
は
、
住
居
表
示
板
の
実
態
調
査

を
8
月
末
ま
で
の
予
定
で
実
施
し
ま

す
。こ
の
調
査
は
、町
名
街
区
板
と
各
建

物
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
番
号
表
示

板
(
住
所
を
示
す
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
の

古
く
な
っ
た
も
の
、
破
損
し
た
も
の
の

取
り
替
え
作
業
を
行
う
た
め
の
も
の

で
、区
が
委
託
し
た
業
者
(
区
役
所
の
腕

章
を
し
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
す
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
り
替
え
作
業

は
H
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
区
9
小
台
了
二
丁
目
、
宮
城

丁
二
丁
目
、
新
田
一
圭
二
丁
目
、
堀

之
内
丁
二
丁
目
、
鹿
浜
一
～
八
丁
目

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
僅
居
表
示
担

当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

縦
覧
し
て
い
ま
す
都
市
計
画
(案
)

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案

を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

関
係
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都

知
事
ま
た
は
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
1
)
柬
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定

(高
野
地
区
)

東
京
都
市
計
画
高
度
地

区
の
変
更
、
東
京
都
市
計
画
防
火
地
域

及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
、
柬
京
都
市

計
画
特
別
工
業
地
区
の
変
更

(
2
)
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

区
域
=
(
①
②
と
も
)
江
北
一
丁
目
、

扇
二
丁
目
各
地
内

縦
覧
期
間
9
8
月
5

日
ま
で

縦
覧
・
意
見
書
提
出
先
=

千
庄
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係
(
②
の
意

見
書
は
都
・
都
市
計
画
課
)

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
圃
係
、
ま
ち
づ

く
り
課
事
業
第
一
係

納
税
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

平
成
6
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
1
期
分
と
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が

過
ぎ
ま
し
た
。
納
期
限
が
過
ぎ
ま
す
と

高
率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)
が

加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
理
由
な
く

納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
差
押
等
の
処

分
を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
奪
ぐ
だ
さ
い
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合

や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ず
に
お
早
目

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
納
税
第
∵

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6 中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

病
気
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
理
由

に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学

扠
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
、
ま

た
は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
、文
部
省

が
行
う
試
験
で
す
。合
格
者
は
高
等

学
校
入
学
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

賦
験
日
=
H
月
1
1‥日
(
金
)

場
所
=
都
立
中
央
図
商
館
(
港
区
南

麻
布
)
科
目
=
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
外
国
語
(
英
語
ま
た
は

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)
願
S

=
8
月
8
日
～
9
月
7
日
、
都
・
義

務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
へ

問
先
g

義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
学
事

担
当

　
(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

次
た
は
千
住
本
庁
舎
・
学
事
第
一
係

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業

「
製
靴
技
能
講
座
・

製
甲
コ
ー
ス

」
お
よ
び
「
フ
ォ
ー

ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
講
習
」
受
講
者
募
集

△
製
甲
コ
ー
ス
…
日
時
1
8
月
2
9
・
3
0

日
、
9
月
1
・
2
・
5
・
6
・
8
・
9

日
、
午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
定
員
=

2
2
人
費
用
9
無
料
申
込
=
8
月
1

・
2
日
、
午
前
9
時
～
午
後
7
時
に
直

接
窓
口
ま
た
は
電
話
△
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
…
日
時
1
9
月
1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
2

・
2
5
日
、
午
後
6
時～
9
時
1
0
分
定

員
u
4
0
人
費
用
=
無
料
申
込
=
9

月
5
・
6
日
、
午
前
9
時～
午
後
7
時

に
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
・
問
先
=

都
・
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
台

東
分
校
(

台
東
区
橋
場
―
-
―
-
6

都

立
産
業
労
働
会
館
内
)

(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
電
気
式
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
へ

い
ま
ま
で

定
期
検
査
の
必
要
が
な
か

つ
た
電
気
式
は
か
り
も
、
新
計
量
法
(
5

年
1
1月
1

日
施
行
)

に
基
づ
く
届
出
を

し
な
い
と
、
商
売
等
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

届
出
が
必

要
な
は
か
り
り
△
電
気
抵
抗
線
式
は
か

り
(
3
0
に心
を
超
え
2
t

以
下
)

△
誘

電
式
は
か
り

△
電
磁
式
は
か
り

△

そ
の
他
の
電
気
式
は
か
り

届
出
期
限
=
m

一
月
3
1
日

※
届
出
済
証
を
貼
付
し

て
い
な
い
は
か
り
は
、
平
成
6

年
H

月
1

日
以
降
商
売
籌
に
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す

問
先
り
都
・
計
量
検
定
所
検

査
課

　
(
5
4
7
0
)
6
6
3
8

□
日
本
赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会

日
時
=
△
一
般
冢
庭
看
護
法
(
訶
人
の

看
護
等
了
8
月
2
2
・
2
4
・
2
9
・
3
1
日
、

午
前
1
0
時～
午
後
4
時
△
幼
児
家
庭

肴
護
法
(
幼
児
の
し
つ
け
等
了
9
月
1
9

・
2
1
・
2
2
・
2
7
・
2
8
日
、
午
後
1
時
3
0

分
1
4
時
(
2
8
日
の
み
午
前
1
0
時～
午

後
4

時
3
0
分
)

△
短
期
家
庭
n

護
法

・・・
8
月
9
日
・
9

月
8

日
、
午
後
2

時

―
"
3
"時
3
0
分

費
用
=

無
料

柬
申
し

込
み
方
法
等
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=

日

本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
家
庭
看
護
係

　
(
5
2
7
3
)
6
7
4
6

□
東
京
都
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集

対
象
=

都

内
在
庄
・
在
動
・
在
学
の
方

申
込
=
(

ガ
キ
ー
通
に
標
語
1

点
と
、住
所
、氏

名
、年
齢
、職
業

、電
話
番
号

、何
で
募
集

を
知
つ
た
か
を
明
記
(

都
外
居
住
者
は

勤
務
・
通
学
先
の
所
在
地
を
記
入
)

期
限
=
7

月
3
1日
消
印
有
効

※
表
彰

等
有

。
入
選
作
の
著
作
権
は
都
に
帰
属

し
ま
す

申
・
問
先
=

都
・
交
通
安
全

対
策
室

〒
旧
1
0
1
西
新
宿
2
1
8
1
1

　
(
5
3
8
8
)
3
1
2
6

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実

施
場
所

は

、
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
加
入
の
接

骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い

`
一
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
ウ
ィ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ー

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
8

月
7

囗

百
)
、
午
険
1
時
間
場
ノ
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
又
化
ホ
ー
ル

交
響
組

曲
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」「
サ
ム
ソ
ン
と
デ

リ
ラ
」
か
ら
バ
ッ
カ
ナ
ー
ル
ほ
か

無

料

野
呂

　
(
3
8
9
6
)
2
3
1
1

☆
学
校
給
食
展
示
会
「学
校
給
食
か
ら

学
ぶ
食
生
活
」8
月
4
日
(
木
)
、午

前
m
一
時
～
午
後
4
時
西
新
井
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ
4

階
)

今
の
子
供
の
体
と
健
康
・
栄
養

相
談
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
他

無
料

花

保
小
学
校
栄
黄
士
・
小
暮

(
3
8
8
5
)
7
3
3
6

☆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
講
習
会
人
工
肛
門

・
人
エ
ぽ
う
こ
う
の
方
の
講
習
会
で

す
。家
族
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

8
月
7
日
(
日
)
、午
後
1
時
～
4
時
3
0

分

産
業
振
興
館

無
料

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
東
京
都
協
議
会

(
3
7
3
0
)
9
0
1
2

◎ 申告所得税第1 期分の納期限は8 月1 日です。く足立・西新井税務署)
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東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

日
時
・
内
容
・
定
員
・
申
込
方
法
等

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い

。

陶 芸 教 室 日 程 表

第
3
回
都
民
ゴ
ル
フ
場
の

区
民
開
放
<
ク
リ
ー
ン
荒
川
>

都
民
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
3
0年
に
オ

ー
プ
ン
。
以
来
、
荒
川
の
河
川
敷
に
あ

る
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
と
し
て
区
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

荒
川
が
通
水
さ
れ
て
か
ら
7
0周
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
荒

川
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
。
ク

リ
ー
ン
荒
川
運
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
都
民
ゴ
ル
フ
場
を
低
料
金
で

閧
放
し
ま
す
。

開
放
日
-
1
0月
1
5日
(

土
)
、I
ラ
ウ
ン
ド
セ
ル
フ
カ
ー
ト
プ

レ
ー

場
所
―
都
民
ゴ
ル
フ
場
(
新
田

一
丁
目
地
先
荒
川
右
岸
河
川
敷
)
…
1
8

ホ
ー
ル
、
パ
ー
6
5
対
象
―
区
内
に
在

住
し
、
ク
リ
ー
ン
荒
川
運
動
に
参
加
で

き
る
方
(
1
5
1
2
0分
程
度
の
河
川
敷
潸

掃
)

定
員
-
1
8
0人(
抽
選
)

費
用
=
7

千
聊
円

※
費
用
は
当
日
受
付
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昼
食
代
、

ロ
ッ
カ
ー
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

申
込
=
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
(
1
枚

で
4
人
ま
で
可
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
代
表
者
名
を
明
記

※
(
ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み
、
参
加
者

全
員
の
記
載
が
な
い
も
の
、5
人
以
上

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
。
す
べ
て
無

効
で
す

期
限
1
8
月
1
0日
必
着

公

開
抽
選
日
=
8
月
1
8日
(
木
)
、午
前
1
0

時
か
ら
中
央
本
町
庁
舎
3
階
3
0
3会議
室

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路
管

理
課

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
-
―

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口　( 6 年7 月1 日 現在)
世 帯 　259, 297
人 ロ　641, 300 人

男　　325, 790 人
女 　　315, 510 人

東
京
近
郊

一
日
の
行
楽

企
画
展

花
袋
の
見
た

東
京
近
郊
7月23日～9月25日

自然主義文学の作家・田山花袋
の紀行文、「東京近郊一 日の行楽」

( 大正12年) には、当時の東京とそ
の近郊のようすが詳細に、また的
確にとらえられています。今回の
企画展では、花袋の文章を道標と
して。現在ではうかがい知ること
が難しくなってしまった東京近郊
の地域的な特色を示してみまし
た。足立区周辺地域は、この紀行
文の中でr田の北郊』『川の近郊』
と表現されています。この機会に、
花袋の紀行文を手に大TF期の東京
近郊を歩いてみてはいかがです
か。開館一午前9時～午後5時
(月 曜 日休 館) 入館 料 一大人2
【x】円、小・中学生100円( 20 人以
上の団体 は半額) 場・問先一郷
土博物館 　3620 ―9393

「あだちスポーツフェスティバル' 94」
ステージ 発表団 体の 募集

各種スポーツ体験、ゲームコー
ナーなど、子供から大人まで楽し
める催しが盛りだくさん! ステ
ージでは各種団体の演技発表を行
います。日ごろの練習の成果をた
めすチャンスです。ふるってご応
募ください。日時- 10月10日
( 祝) 、午前10時～午後4時場所

一千住新橋緑地( 虹の広場) 仮設ス
タンド 対象一区 内で活動するサ
ーク ル( エアロビクス、ジャズダ
ンス、武術、健康体操等) 費用
一無料 申込一電 話 期限- 8 月12
日 ※ 申し込み多数の場合は抽

選 申・問先一千住本庁舎・体育
振興係 　3882―1111㈹

夏 休 み
父と子の
料理教室

料理は、お母さんだけの仕事で
はありません。いつもは仕事に忙
しいお父さんもお子さんと一緒に
料理づくりにチャレンジしてみま
せんか。日時- 8月28日( 日) 、
午前10時～午後2時対象一区内
在住・在勤・在学の方で、小学 校3
年生から中学生までのお 子さん

と一緒に参加できる方 定員- 24
組( 抽選) 申込一往復ハガ キに住
所、父 と子の氏名、父親の年齢、
子叺の学年、父親の職業、電 話番
号、希望理由を明記 期限- 8 月5
日必着 費用一無料( ただし 、

材料費1 人800円実費負担) 場・
申・問先一女性総合センター
〒123梅田7 ―33―1
3880 ―5222

9 月10 日 は
全 国 下 水 道 促 進 デ ー

中 川 処理場見学 会
参加者 募集
下水がきれいな水に生まれ変わ
っていく中川処理場へ、バスでご
案内します。第2土曜日ですので、
親子でぜひご参加ください。日
時- 9月10日( 土) 、午後1時に北
千住駅西口に集合定員- 50人
( 先着順) 費用一無料申込一電
話申・問先一中央本町庁舎・計
回調整課　3880～5201

女 性 相談室の 臨 時休業

女性相談室は、相談員の研修の
ため、次のとおり休業します。な
お、この期間は相談の予約も休業
します。期間- 8月12日～18日
問先一女性総合センタ ー
213880―5222
女性相談室 　3880 ―5223

あ だ ち ま つ り

A- F e st a ' 94通 信 協賛 企 業募集 中

来るとラッキー
!

遊ぶ
と

ハッピ
ー
! !□ あだっちボール開催決定

昨 年大好評だった「あだ っちボ
ールj を、今年も開催し ます。詳
細は、決まり次第お知らせします
ので、お楽し みに!
□ A ―Fest a' 94 記念グッズ
今年もT シャツをはじ めとする

記念グッズを販売する予定です。

収ミ釐は、まつり のイベント の経費
にあてられます。
□ ステージ出演者募集
ステ ージ上でA ―Fest a を盛

り上げてくれる区内アマチュアグ

ループ、個人を募集し ます。くわ
しく は、お問い合わせください。

- いずれも一
日程(予 定) ―10月8 ・9 日 場所
一荒川河川敷「虹の広場」、北千住
駅西口等 問先一足立区民まつり
委員会事務局( 中央本町庁舎・地域
振興課内) 　3880―5173

あだ ちブ ラ スバ ンドフェスティバ ル' 94

参 加 団 体 募 集/ みんなの力で広げよう吹奏楽の輪
本格的な新しいホ ールで日ごろ

の練習の成果を披露してみません
か。他の吹奏楽グ ループと交流を
深めるチ ャンスにもなります。ご
応募をお待ちしています。 日時- 11

月6 日旧) 、午前10時30分開

演 場所一西新井文化ホ ール 曲
目一自由 費用一無料 申込一電
話 期限- 8 月31日 申・問先一
千住 本庁舎・文化振興係
3882―1111( H)

ふ れあい・みらい・
あ ら か わ/ アウトドア・
イベ ント・イン・アラカワ' 94

都 市 域 に残 さ れ た貴 重 な 水 と緑
の 空 間一一一一 荒゙川 、、。こ こ で、川 に 親

し み 、 川 の魅 力 を も っと 知 って も

ら お う と 、荒 川 沿 い の2 市8 区 と

建 設 省 の 主 催に よ り、「ア ウ ト ド ア

・イ ベ ント ・イ ン ・ アラ カ ワ亅 を

開 催 し ま す。 第7 回 目 とな る 今 年
も 、 荒 川で お も い っき り 楽 し んで

い た だ け るよ う 、スポ ー ツラ ン ド 、

プ レ イ ラ ンド 、 自 然 動物 園 な ど20

数種 類 の イ ベ ント を 予 定し てい ま

す。 夏 休 み の 一 日、 ご 家 族 連 れで

ぜ ひ 、 お で か けく だ さ い。
また、通水70周年を迎えた荒川

の記念事業「荒川クリエーション

94」のひとつとして、会場では70
周年にちなんだ展示等も予定して

います。日時- 7月31日( 日) 。午

前9時3吟～午後3時『/』ヽ雨決行- )

場 所 一 江 戸 川 区平 井 運 動 公 園( J R
総 武 本 線 平一井駅 下 車 徒 歩15 分)

※ 駐 車 場 が あ り ませ ん の で 、電 車

等で ご 来 場 く ださ い 問 先 一中 央

本町 庁 舎 ・計 画調 整 課
3880- 5201

さあ夏休み! プールヘ行こう! !
夏 休み期間中、下表のとおり学

校プ ールが一般の方でも利用でき
ます。暑い夏をプ ールで思う 存分

お楽しみください。 問先一千住
本庁舎・体育管理係
3882―1111㈹

学校プ ール利用案内

◎「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す N. H. J . 240, 000


